
１．目標　　
　　　あやしい人を見かけたときの基本的な行動や目撃した情報をどのように分かりやすく伝えたらよいのかを知り、不審者対応について理解する。

２．題材について
連れ去りや不審者被害に遭う年齢層を見ると、低学年の児童が多い。本校でも、事件や事故につながるようなことが実際に起きている。自分の身を自分で守るためには、既習事項であるあやしい人を見かけたときの基本的な行動を基に、危険予測をすることが重要であると考えた。
あやしい人を見かけた場合は、１年時の既習事項である「逃げる・離れる」ことが第一である。本題材では、２年生として「知らせる」ことを重点に指導することとした。あやしい人を見かけたとき、児童の記憶は曖昧であったり、不正確だったりする。そこで、児童がどのような特徴を捉えて情報を伝えればよいのかを知り、実際に２年生でもできることについて考えさせ、いざというときに実践できる力を育てる。

３．つながりを意識した指導の工夫

(１)　学区域の駐在所の警察官とのつながり
児童にとって、学区域の駐在所の警察官は身近な存在である。その駐在所の警察官に話を聞くことで、具体的な事例を知ったり、どのような観点で捉えたらよいのかを考えたりすることができる。また、見聞きした情報を警察官に伝えるという活動を通して、児童が新しい発見をしたり、知識を得たりすることで理解を深めることができる。
(２)　家庭とのつながり

学習後に保護者に学級通信等で学習内容を知らせることで、放課後や休日の家庭生活の安全行動や、保護者の生活安全についての意識や関心を高める。
４．本時の展開　
（１）ねらい
　　あやしい人から身を守る方法や正しい情報の伝え方を知り、対応について理解する。

（２）展開
	児童の活動(・予想される児童の反応)
	○指導上の留意点（■評価　◆教材等））

	1. 事例の説明文と写真を見て、どんな危険があるか、どのように対応すればよいか考える。
　

　
危険　　　　　　　　　　　　　　行動

・連れていかれる。　　　　　　・逃げる。・知らせる。
・写真が何かに使われる。　　　・大人を呼ぶ。　
・おかしに何か入っているかも。・「子どもを守る家」に行く。


2. 写真で覚えている特徴について思い出し、ワークシートに記入し、友達と話し合う。

3. どのように知らせるのか警察官とロールプレイをする。

・男の人。 ・赤い服を着ていた。　・傘を持っていた。

・帽子をかぶっていた。

4. 服装を変えたあやしい人の写真を見て、考えたことを発表する。

・覚えていたのと違っている。・服装が変わっている。
5. 警察官からどんな特徴を覚えているとよいか、話を聞き、理解を深める。
6. 教えてもらったことを基にして、再度怪しい人の特徴を捉え、ロールプレイを行う。

　・頭が塀の上から二段目と同じくらい。・男の人。　
・年はお父さんと同じくらい。・警察の人より体は大きい。

7. 学んだことを振り返る。
	· 児童から出た考えを整理し、危険と行動の２つに分けて板書する。

· 児童が考えた対応を既習事項とつなげ、基本的な行動について確認する。
· 「いかのおすし」をしっかりと押さえ、本時ではその中でも、「知らせる」について特に学習することを伝える。
· 写真を裏返し、あやしい人の容姿が見えないようにする。
· 事例の説明文と写真
· 児童が覚えていることや人の特徴について考えさせたり、話し合わせたりする。
· 児童の目に留まりやすい特徴は、変わってしまうことがあることに気付かせる。
· 場所、時間等の基本的な事が大切であることを確認する。
· 変わらないもの、特徴として捉えたらよいものについて教えてもらう。
· 「逃げる」「はなれる」ことが第一であることを再度伝える。
· あやしい人から身を守る方法や正しい情報の伝え方を知り、対応について理解する。





あやしい人を見かけた！どのように知らせる？
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不審者から身を守る
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下校中、友達が「かわいいから写真を撮らせてほしい。撮らせてくれたら、おかしをあげるよ。」と声をかけられている場面を見ました。











